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『パムソム海賊団、ソウル・インフェルノ』
金曜上映会 4.13
『パムソム海賊団、ソウル・インフェルノ』
金曜上映会 4.13

山形国際ドキュメンタリー映画祭が月2回開催しています。会費・入会金不要。
鑑賞会員無料（当日受付にてご入会下さい）
会場：山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー 試写室（40席）
　　　山形市平久保100 山形ビッグウイング3F

4.
金Fri
13

韓国社会の様々な問題と接点を持ちながら、若者の閉塞感をシャ
ウトし続けるバンド「パムソム海賊団」。アルバム『ソウル・インフェ
ルノ』と一体化した映画は、ロードムービーのように進むかに見え
たが、友人のプロデューサーが国家保安法違反で逮捕され...。

14:00, 18:45（2回上映／夜の部開始時間注意）
パムソム海賊団、
　ソウル・インフェルノ
山形国際ドキュメンタリー映画祭2017
アジア千波万波 特別賞
監督：チョン・ユンソク／韓国／2017／ビデオ／119分

16:00（1回上映）
されど、レバノン
山形国際ドキュメンタリー映画2009 アジア千波万波 奨励賞
監督：エリアーン・ラヘブ／レバノン／2008／ビデオ／58分

〈YIDFF 2017 アンコール 5：ソウル・インフェルノ〉

4.
金Fri
27

オーストリアとチェコの国境付近の村に暮らす中年の男女の生活
や恋愛から、冷戦終結後に露わになった両国の経済格差が見える。
新作『サファリ』☟が全国公開中のウルリッヒ・ザイドル監督作品。

14:00, 18:45
予測された喪失
山形国際ドキュメンタリー映画祭 ’93
インターナショナル・コンペティション 優秀賞
監督：ウルリッヒ・ザイドル／オーストリア／1992／35mm／118分

〈予測された喪失〉

5.
金Fri
11

シリア国境に近い村。宗派間紛争やシリアでの戦闘により放置さ
れた農地を耕しながら家族を待つ男の日常をとらえた『そこにとど
まる人々』。誰もが傷つき、愛する人を奪われてきた国の渾沌を、
家族や友人たちを映画制作に巻き込んで描く『されど、レバノン』。

14:00, 19:00（2回上映）
そこにとどまる人々
山形国際ドキュメンタリー映画祭
2017 アジア千波万波
監督：エリアーン・ラヘブ／レバノン、アラブ首長国連邦／2016／ビデオ／95分

〈YIDFF 2017 アンコール 6：レバノン、そこにとどまる人々〉
（2回上映／夜の部開始時間注意）

5.
金Fri
25

仙山線山形ー山寺間の電化や蔵王エコーライン開
通を伝えた『広報ニュース』。笹谷トンネル開通への期待が滲む『開
けゆく峠路』『笹谷トンネル』。済生館をはじめ、山形市のさまざま
な公共施設を紹介する『私たちの施設』。甦る昭和のやまがた。

　「西の堺・東の酒田」と称される商人
の町・山形県酒田市には、「世界一デラッ
クスな映画館」と言われた「グリーン・

ハウス」があった。1976年、酒田大火の火元となったグリーン・
ハウスは、人々の記憶から封印されてしまう。そして今、40年の
沈黙を経て語られる貴重な証言集。

✵劇場公開 4月20日［金］－5月3日［木・祝］ 
鶴岡まちなかキネマ（鶴岡市）0235-35-1228
フォーラム山形（山形市）023-632-3220
※上映開始時間は各劇場へお問い合わせ下さい。
　終了日は変更される場合があります。
共通前売券：1,000円
取扱い：鶴岡まちなかキネマ、フォーラム山形、みずほ八文字屋（酒田市）
［主催］山形放送株式会社
          認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭
［協力］庄内ドキュメンタリー映画友の会

監督：佐藤広一／語り：大杉漣
企画・制作：認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭
日本／2017／67分

世界一と言われた映画館
～酒田グリーン・ハウス証言集～

14:00, 19:00（2回上映）
山形市広報ニュース No.4 1962／13分
同 No.7 1962／12分
開けゆく峠路 1964／14分
笹谷トンネル 1960頃／12分
私たちの施設 制作年不明／28分

〈フィルムのなかのやまがた〉

40年の時を経て語られる、かつてグリーン・ハウスを愛した
人たちによるトリビュート・フィルム！

『サファリ』 監督：ウルリッヒ・ザイドル／オーストリア／2016／90分
4.20［金］–22［日］   KUGURU（山形市七日町とんがりビル）  料金1,200円
上映時間など詳細は「とんがりビル」Webサイトでご確認ください。
▶http://www.tongari-bldg.com/2076

✵酒田先行上映 4月14日［土］ 13:00、15:30、18:30
酒田市総合文化センター ホール

山形市総務部広報課提供
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山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー
だい

かい

えい しつが きょう8
山形市創造都市推進事業

子どもの映画教室
レポート

3月21日［水・祝］  山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー

主催：一般財団法人 山形コンベンションビューロー
 認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭

平成29年度山形県NPO活動 促進補助事業
山形国際ドキュンタリー映画祭ドキュ山ユース

ドキュメンタリー映画を して
みませんか？～高校生による上映会～

レポート

主催：ドキュ山ユース、認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭

2月12日［月・振休］  山形市民会館小ホール
［上映作品］
　『あまねき調べ』監督：アヌシュカ・ミーナークシ、イーシュワル・シュリクマール
　 山形国際ドキュメンタリー映画祭2017 アジア千波万波 奨励賞　日本映画監督協会賞
　 『乱世備忘─僕らの雨傘運動』監督：陳梓桓（チャン・ジーウン）
　 山形国際ドキュメンタリー映画祭2017 アジア千波万波 小川紳介賞
［プレゼンテーション］ 映像文化創造都市やまがたについて
［パネルディスカッション・意見交流］
　ドキュメンタリー映画の価値とこれから
　 陳梓桓（チャン・ジーウン）監督 × ドキュ山ユース

『乱世備忘─僕らの雨傘運動』
陳梓桓（チャン・ジーウン）監督

　昨年10月の映画祭にて、会場
運営から司会進行まで大活躍し
た学生ボランティアチーム〈ドキュ山ユース〉。そのうち7名の有志が自
主上映会を開催しました。その名も「ドキュメンタリー映画を体感して
みませんか？～高校生による上映会～」！
　前日の大雪で足元が悪いなか、当日は若者や学校関係者のみなら
ず多くの市民のみなさまにご来場いただきました。上映は『あまねき
調べ』と『乱世備忘̶僕らの雨傘運動』の2作品。「ドキュメンタリー映
画の魅力を伝えたい」との想いで自ら選んだ作品とあり、紹介にも熱
が入ります。香港から陳梓桓監督をお招きしてのパネルディスカッショ
ン・意見交流は、作品の感想や社会参画のあり方について、作り手と
観客の垣根を越えた充実した対話の場となりました。
　上映会後には会場の近くで食事会。監督とユースとが英語で楽しく
おしゃべりしていました。後日お礼のメッセージビデオ送るなど、交流
は今も続いています。
　ユースたちの挑戦はまだまだ始まったばかり。映像文化創造都市や
まがたの未来を担う若者たちの活躍に、今後とも乞うご期待です！

ユネスコ創造都市やまがた

Creative Café 参加
無料

問合せ：山形市創造都市推進協議会事務局（山形市企画調整部 文化振興課内）
　電話: 023-641-1212（内線639）
　E-mail: creative-yamagata@city.yamagata-yamagata.lg.jp

@FilmYamagata @FilmYamagata @filmyamagata

第11回 Creative Café 地域とアートを考える
地域で芸術祭やアート活動をすることを通した出会いや意義を、
2016年の山形ビエンナーレにより誕生した作品のエピソードを交
えてお話します。
4月22日［日］ 13:30–14:30
旧西村写真館（山形市本町2-1-51）  　ゲスト：書家 華雪氏

Creative Café 第１回お茶会
出入り自由のお茶会です。創造都市について、文化について、山形
市に対する想いやご意見について、お茶を飲みながら語りましょう。
5月17日［木］ 18:00–20:00
山形市役所5階 ５０２会議室
（18時以降は、山形市役所北口よりお越しください）

創造都市カフェは、よりオープンなCreative Caféにリニューアル
します！　詳細はこちら  www.creative-yamagata.jp　

@yidff

@Docuyama_youth
ドキュ山ユース メンバー募集中！

上映会を主催した
ドキュ山ユースの7人

ボランティア・スタッフのみなさんも
ありがとうございました

　毎年恒例の（昨年は『ピアノdeシネマ』開催のためお休みしましたが）
子ども映画教室も８回目。今回も乳幼児から小学生、高校生、おと
なまで、みんなでライブラリー探検と映画づくりを楽しみました。
　とても古くて重たい映画用のカメラをのぞいてみたり、35mm、
16mm、8mmフィルムの大きさや重さを比べたり、35mmフィル
ムの映写機の操作も体験。ピント合わせが難しいようでしたが、が
んばって挑戦してくれました。
　透明な16mmフィルムにペンで線や絵を描いたり、黒く塗られた
フィルムを削ったりしてつくったみんなのフィルムをつないで上映し
ました。細くて小さなフィルムに描いた線が、大きなスクリーンに踊
ります。最後に2台の映写機をつかって、２つの映画と自分の影を
重ねてみました。みんなでつくって、みんなでみる。映画は楽しいね。
www.yidff.jp/news/18/180124.html

おとなも
可


